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Inl996－1997，attheNozumiRivermYatsuoTowninToyamaPrefecture，researchwas
conductcdontwospeciesoffrogs，β唯Iorre""coIaandB.bzb/br版Cs呪s・Rcsearchfocusedon
breedmgecologyofthcsctwospecles・InthccaseofB”/bんrmos"s，thebreedingperiod
lastedaboutoneweek，fromthcendofApriltothcbegmnmgofMay・Forβ・IC〃“"“/tz，m
l997，brcedmgtookplaceforapcriodofabouttwow“ksfromthecndofAprnuntUthe
middleofMav･Inl996,observatlonsshowedaonemonthtmeperiod,fTomtheend(〕fAprnuntn
thebeginnmgofmJune・ForthcB・bz4/b/br腕o皿s，brecdingtookplacemthreelocations，both
smaupondsneartheriver・Inthecase〔)fβ･IC"･“"CO/α，therewerefivcbreedingplaces，four
beingmtheriveritself，butmareasinwhichthewaterwasmovmgveryslowly，andprotected
fromthemamcurrent、Inoneplace，neartheriver，bothB.b加/br"1““and8.Iorre""CO血
werefoundtobebreedingtogcthcr，Thcrcwerealsoobservedmthearcasomcfrogswith
characteristicsofbothspecies，appearⅡ1gtobeahybridspecles，Theseobservatlonssuggest
thatbrccdingperiod，brcadingarca，andbr“dingbehaviorforthesetwospecicsdonotoccul
misolation，
Keywords：ToyamaPrefecture，βz《/bZorﾉで""CO〃,β､bz(/b/brm“"s，Brecdingccology
1996～1997年にかけ，富山県八尾町野積川で,ナガレヒキガエルとアズマヒキガエルの繁殖
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生態を調査した。アズマヒキガエルの繁殖期は4月下旬から5月上旬の約1週間，ナガレヒキ
ガエルは，4月下旬から5月中旬（1996年)，6月初旬（1997年)の2週間～1ヶ月であった。
アズマヒキガエルの繁殖地は，流域内の本流水際の水溜まり3カ所で,ナガレヒキガエルは本
流水際の流れの緩い部分5カ所であった。1カ所の繁殖場所では両極が繁殖していた｡調査流
域全体から雑種と思われる両種の中間的な特徴を持つ個体が出現した。本調査地域では,両種
の繁殖時期，繁殖場所，繁殖行動における隔離は不完全であると推測された。
キーワード：富山県，ナガレヒキガエル，アズマヒキガエル，繁殖生態
はじめに
ナガレヒキガエルは,本州中部地方の'11地に生息し，
近畿地方では二ホンヒキガエルと，中部地方ではアズ
マヒキガエルと分布域が重なる（前田，松井,1989)。
富山県においては，アズマヒキガエルは低山から高山
まで広く分布するが（Nambu＆Matsui,1984)，ナガレ
ヒキガエルの生息地はアズマヒキガエルに比べると少
なく，比較的標高の高い山地に分布し（南部，福田，
1993)，両者は同所的に生息する｡ナガレヒキガエルと
アズマヒキガエルは繁殖場所を棲み分けているとされ
ていた（松井，1987,1997)。しかしながら，筆者らは
富山県の神通川水系の一地域において，ナガレヒキガ
エルとアズマヒキガエルが同所的に生息し，繁殖地が
同一であることを確認したので，この地域における両
種の繁殖生態に関する知見を予報として報告する。
調査地域
調査地点は，富山県八尾町の神通川水系に属する野
積川の渓流である（図l）｡この地域におけるナガレヒ
キガエルとアズマヒキガエルの繁殖は1994年に筆者の
一人荒木によって初めて確認され，1996～1997年の
4～5月の繁殖期に調査を行った。調査範囲は，図2
に示した約150mの範囲である。調査は,主として日中
図1調査地
112
に行い，繁殖地の確認卵塊数，繁殖地の水溜りや水
際にいる両種の個体数を数え，性別のチェックを行っ
た。一部の個体に，足のひれにカラーのビーズを付け
識別し，体長，鼓膜長，目一鼓膜間距離を計測した。
体長は1mmまで計測できる物差しで，鼓膜長及び目一
鼓膜間距離はノギスで0.1mmまで計測した。なお，
Matsui（1984）に従い，体長100mmで鼓膜長が5.9mm以
上のものをアズマヒキガエル,4．1mm以下のものをナガ
レヒキガエル，中間のものを中間タイプとした。
結果
ヒキガエル類の成体の出現や繁殖地は調査地域内の
2地域で確認された（図2A，B；図3）。上流側のA
地域は，本流と谷が合流する地域であり，下流側のB
地域は左岸側の河川敷内に小さな谷が流れ込む地域で
ある。A地域の支流の合流地点上流約40mに，高さ約
7mの砂防堰堤が築かれ，堰堤から合流点までは大小
の操が散在し，最大で大きさ2×1mである。合流点
付近より下流の本流は瀬と早瀬の連続し，Aa型の河〃
形態である。合流点より約20m下流の左岸側には，長
さ約3mのコンクリートブロックが本流に直角に張り
出し，下流側に淵を形成している（図2：A2）｡B地
域は，左岸側の谷から流れ出た水が河川敷内に水溜ま
りを形成し，下流側の崖に沿って流れ出た水は本流と
合流し，合流付近は淀みを形成する。本流の左岸側は
崖が多く，右岸側は下流の砂防堰堤まで河川敷が開け
ている。
A地域の野積川本流の流れ幅は約8m，水深60cmで
あった（1996年5月4日)｡本流と支流の谷の合流点付
近の流れ幅は，1997年5月11日の調査では約19m，支
流の谷のst.l付近の流れ幅は約5m，st､2付近で約
7.4m，水深約30cmで,st､4の淵付近の川幅は約11mで
あった。st､2は，奥行き3m，開口部幅約2m,水深約
10cm，底質が泥の水溜まりで（1997年5月11日),1996
年の春の調査では，この場所は幅約5m奥行き約3m
であった。st､4は，奥行き6m，開口部|幅7m，最大
水深1.4mの淵である（1997年5月1日）。この洲|の下
流のsto5は，ミ奥行き1．1m,開口部|幅50cm，水深20cmの
図2
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調査地域周辺の見取り図と繁殖地の拡大図（1997年5月）。
□は調査範囲を示し，A，Bは繁殖期のヒキガエル類の確認地域を示す。数字は産卵場所を示す。
、、、繁殖期のアズマヒキガ．エルの確認場所，／／／繁殖期のナガ､レヒキガエルの確認場所（三エルの確認場所，／ 繁殖期のナガ､レヒキガエルの確認場所（主にオスツ：
Al，Bの破線は、1996年の水溜りの範囲を示す。
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図3繁殖場所：Al地域(左上)，st.’(右上)，st､2(左中)，A2地域(右中)，st､6(左下)，st､7(右下］
水溜まりであった(1997年5月7日)。B地域では,st､6
は大きさ4×2m,深さ約5cmの底が篠の水溜まりで，
st,7は谷から流れ出た水が流れ込む奥行き3m，開口
部|幅2m，開口部付近の深さ40cmの淀みである（199？
年5月7日)｡1996年5月4日には,st､6は長さ約20m，
最大''1同約3m，最大水深約30cmの水溜まりであった。
st､7付近の本流の流れ幅は，約10m，水深60～70cmで
あった（1996年5月4日)。
アズマヒキガエルの繁殖地は，A地域では水際の水
溜まり（st.l),人工的なコンクリートブロックの中の
水溜まり（st､3）で，B地域では，河川敷内の水溜ま
り（st､6）の計3地点であった。ナガ、レヒキガ､エルの
図4抱接中のアズマヒキガエルのメスとナガレヒキ
ガ､エルのオス（st､2）
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表l各調査日におけるヒキガエル類の確認個体数及び卵数
1997年1996年
アズマEキガエルナガレﾋキガエルアズマﾋキガエルナガレﾋキガエル
オスメス卵数オスメス卵数オスメス卵数オスメス卵数
0000004/26
4/27
4/28
4/29
4/30
5/1
5/2
5/3
5/4
5/6
5/7
5/8
5／11
5/15
5/17
5/18
5/25
6/1
6/9
?????? ??
02(B）
1(A）5(A）
3(1,2)21(17,雛
、??
???
?
0
1(A）
2(A）
0
6(A）
9(8,砿
7(A）2(A）唇 00ご
＋1(A）2(A）
1(A）0016(11,5）2(A）1(圧9(6,3）2(1,1)3(1,2）
1(A）00
3(B》
4(1,註
0008(3,5）01(A）
0003(2,1）02(A）
4(B）
10(B）
12(6,6）
000000
3(2,1：
1(A）
0
0
23(17,α
10(5,5）
5(A）
0
??
????
??
空欄は，未調査を示す。（）の左はA，右はB地域の個体数。中間タイプはナガレヒキガエルに含めてある≦
上の狭い範囲で確認された。一方，ナガレヒキガエル
のオスは，A地域の水際の操の隙間や岩盤，B地域で
は，水際の岩盤とアズマヒキガエルに比べ広い範囲で
確認された。
繁殖地における日中の出現個体数の推移を表lに示
す。調査流域の繁殖地における出現期間は，1996年の
調査では，アズ､マヒキガ､エルは5月2日から5月6日
にかけてであり，5月4日か11個体と最大を示した。
ナガレヒキガエルは，5月4日から6月1日で，5月
18日には最大の23個体を示した。B地域では，5月4
日にアズ．マヒキガエルとナカ､レヒキガエルの両方見ら
れた。1997年の調査では，アズマヒキガエルは4月30
日から5月4日にかけて確認され，5月1日が11個体
と最大を示した。ナガレヒキガエルは，4月29日から
5月11日にかけて確認され，5月1日は最大の21個体
を示した。5月1日には，A地域において両種とも確
認された。st,2では，両種のオスが混在して見られた
が，この水域の形状は，本流に開口した水溜まりであ
り，奥は完全な止水で底質は泥であるが，本流との開
口部付近は緩い流れがあり谷の水が流入する。この場
所では，1997年5月1日の日中から夜間にかけ，両種
が多数混在し(アズマのオス20個体，メス2個体,ナガ
レのオス16個体)，その内，ナガレヒキガエル（オス＞
とアズマヒキガエル（メス)，lペアー（図4），アズ
マヒキガ､エル（オス）×アズマヒキガ､エル（メス）1
表2繁殖期の水温
1996年
気温 水温
A |弓
24支流本流67本流
4/27
5/2
5/4
5/8
5/11
5/15
5/18
5/25
6/1
25.0
18.0
18.5
8．08．0
10．5
11．57．76．6
9．0
15．810．5
12．011．8
18．511．5
16．512．9
15．412．9120
7．710．08．0
9．09．0
10．57．77．5
262
20.5 12．5
12．912．3
－14．014．6
1997年
水温
日A
12345支流本流67本流
12．04/30
5/1
5/2
5/3
5/4
5/7
5/11
13．0 12．0
13．4
14．313．4
14．914．411．1
16．614.0128
13．613．2
11．0
11．113．810．9
15．2
12．814．213．211．6
14．3
16．2
14．8
15．0
17．2
15．3
13．3
16．2
繁殖場所は，A地域では小さな水溜まり（st､2の開口
部付近)，水際の淀み(st､1，st‘5）と淵（st､4）で，
B地域では，淀み（st,7）の5地点であった。繁殖地
に集まってきたアズマヒキガエルのオスは，A地域で
は，st､2の水溜まり中や周辺の草地，B地域では水溜
まり（st､6）や水が細流になって流れ落ちる谷の篠の
115
南部久男・福田保・荒木克昌
表3ヒキガエル類の計測値
鷲(%)且謡:零選目一鼓膜間距離(mm＞鼓膜長(m、）体長(m、）性N
0．36
(0.19-058》
1．24
(087-213》
0．69
(0.5-0.78）
7．2
(60-86：
3．6
(23－39：
5．5
(44－5唾
3.2±0．60
(21-4.4%
4.6±0．75
(33-58：
3.7±0．40
（33－4）
9．2±1．22
(69-11.7）
3．6±0．45
24－4．3
5．6±0．86
4.7-6.7
127.8±8．46
（110-137）
104.2±4．84
（93-110）
106.5±13．08
（89-117）
ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴ31鷺
ﾅｶﾞ ﾚﾋｷｶﾞ ｴ伊1ﾉ『
中間ﾀｲﾌﾟ3114
計測値は，平均値±標準差，最小一最大で示し，割合は中央値，最小一最大で示した。
ペアーが確認された。前者のペアーは，産
卵場所を探すため水底を排イロしていた。ま
た，日中の観察では，水たまりや周辺の草
むらにはアズ､マヒキカ､エルのオスが見ら
れ，開口部や周辺の水際の水中にナガレヒ
キガエルのオスが見られた。本流に潜むナ
ガレのオスは開口部から時々水溜まりに進
入していた。
調査地域の水温を表2に示す。st,2のア
ズマヒキガエルのオスが最初に見られた
1996年5月2日と5月4日の水温は，それ
ぞれ10.5.C，11.5.Cであり，st､2に開口す
る谷本流の水温は5月4日の7.7.C,野積川
本流は6.6。Cであった。1997年5月1日は，
st､2で13.0°C，谷本流12.0.Cであった。ナ
ガレヒキガエルのオスが繁殖初期に確認さ
れた1996年5月4のA地域の谷本流の水温
は7.7°Cで,最も多くの個体が見られた5月
18日は，A地域の谷本流で11.5°C，B地域
のst､7で12.5℃であった。1997年のナガレ
ヒキガエルの繁殖初期の谷本流の水温は，
1996年に比べ約4．C高かった。
繁殖地の水流は，アズマヒキガエルの繁
殖地ではほとんどなく，ナガレヒキガエル
の繁殖地でも，水際の淀みではほとんどな
いが，開口部では水の流入が見られる。A
地域の野積川本流の流速は80cm／秒（1996
年5月4日）であった。同地域のst､2の開
口部側の支流の流速は17cm／秒（1997年5
月1日),12cm／秒(1997年5月11日)であっ
た。中洲を挟み左岸側では40cm／秒，st､3
の淵の本流では50cm／秒，B地域のst､7の
本流では，40cm／秒であった(1997年5月11
日）。st､2付近の支流のphは7.4であった
(1996年5月4日，水温7.4.C)。
調査流域全体からは，体長，鼓膜長がア
10
?
（??）???
50 100 150
体長(m、）
図5野積川産のヒキガエル類の体長と鼓膜長との関係。
●アズマヒキガエル，▲ナガレヒキガエル，△中間タイプ
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05101書
鼓膜長(m、）
図6野積川産の鼓膜長と目一鼓膜間距離との関係
●アズマヒキガエル，▲ナガレヒキガエル，△中間タイプ
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アズマヒキガ､エル6.0～8.6％，ナガ､レヒキガ諭エル2.3～
3.9％と重ならず明瞭に区別されるが，中間タイプは
4.4～5.8％と両者の中間に位置した。鼓膜長に対する
目～鼓膜間距離の比は，アズマヒキガエルの範囲は
0.19～0.58,ナガレヒキガエルは0.87～213で明瞭に
区別されるが,中間タイプは0.5～0.78とアズマヒキガ
エルとは重なり，ナガレヒキガエルとは重ならなかっ
た。
磯…_鋼
考察
ナガレヒキガエルの繁殖地での出現期間は，1996年
はアズマヒキガエルの出現期間とナガレヒキガエルの
出現初期がわずかに重なる程度であったが,1997年は，
アズマヒキガエルとナガレヒキガエルのオスの出現の
ピークは一致した。1997年における両種の繁殖最盛期
は重複するが,1996年はほとんど重ならないことより，
年により繁殖開始期や繁殖期間が異なることがあると
推測される。1997年の繁殖初期の谷の水温は1996年よ
り高かったが，水温は源流部の雪解け水に影響を受け
ると思われ，雪の量は年によって変動があると考えら
れる。その年の雪の量か下流部の水量や水温に影響を
与え，結果的には渓流を繁殖場所としているナガレヒ
キガエルの繁殖時期や繁殖期の長さに影響を及ぼす可
能性があると推測される。恥ujietal．（1997）は,ナガ
レヒキガエルの繁殖活動は12～14日と報告しており，
今回の地域では約2倍と長いことより，地域によりナ
ガレヒキガエルの繁殖期間が異なると推測される。
アズマヒキガエルの繁殖地は，谷の合流点付近や崖
下の河川敷内の土砂堆積地の渓流内に出来た水溜まり
である。一方，ナガレヒキガエルの繁殖地は，渓流本
体の水際の淀みである。本調査の渓流は谷が深く，ア
ズマヒキガエルの繁殖地は人工的に形成された林道脇
の水溜まりでも見られるが，本来の産卵場所は渓流内
の平坦な土砂堆積地の水溜まりと考えられる。このた
め,本地域のアズマヒキガエルとナガレヒキガエルは，
同一渓流内の水域を繁殖場所として利用するため，繁
殖地が隣接し，同一地点になることがあると推測され
る。松井（1987,1996）は，ナガレヒキガエルとアズ
マヒキガエルは繁殖場所を核みわけているとしている
が，今回の調査場所のように同一渓流内を繁殖場所と
して利用し，場所によっては同一地点であると，繁殖
地期が重なった場合に両種が同時期，同一場所に出現
することになる。
松井（1987）は，ナガ．レヒキガ､エルとアズマヒキガ、
エルは混生し，ニホンヒキガ・エル型のヒキガエルは得
られていないとし，鼓膜直径と眼一鼓膜間距離の関係
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歳購、
???
正L-壁,中酎
蕊……
アズマヒキガエル（上，体長112mm），ナガレ
ヒキガエル（中，88mm），中間タイプ（下，
89mm）のオス
図7
ズマヒキガエルとナガレヒキカエルの中間的な特徴を
持つ個体が出現した（表3，図5，図6，図7）｡Matsui
(1984）に従うと,1997年に調査した計47個体の生体の
オスの内，アズマヒキガエルは19個体，ナガレヒキガ．
エルは14個体，そして，どちらにも分類されないもの
が4個体見られた。アス．マヒキガエルとナガレヒキガ
エルの体長の範囲は前者が100～137mm,後者が93～100
mmとほとんど重ならないが,中間タイプは89～117mmで
両者と重なった｡体長に対する鼓膜長の割合の範囲は，
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は両者では明瞭に区別されるとしている。今回の調査
結果より，両者の中間型の個体が出現した。これらの
個体は雑種と考えられ，上述のように，繁殖地が同じ
地点で，繁殖期が重なった年に形成された雑種と思わ
れる。
今回の調査水域では，アズマヒキガエルとナガレヒ
キガエルの繁殖時期，繁殖場所，繁殖行動における隔
離は不完全であると思われる。しかしながら，両種の
典型的な個体は容易に区別され，繁殖期は重なる年と
ほとんど重ならない年があり，ナガレヒキガエルの繁
殖期間はアズマヒキガエルより明らかに長い傾向にあ
る。繁殖地も|慶昧な部分もあるが，ナガレヒキガエル
は基本的には渓流そのものであり，アズマヒキガエル
は止水域である。このため，両種の繁殖生態は基本的
には異なるが，地形や気候などの環境要因により暖昧
になることがあることを今回の調査結果は示唆してい
ると,思われる｡今回の調査地域には砂防堰堤が築かれ，
河床の変化もあったと推測され，人為的な影響も多少
はあったものと考えられる。
渓流環境や気候は，地域によって異なるため，今回
の調査結果は地域の特殊性による可能性があるが，上
述のような推論を明かにするためには，継続した本地
域の繁殖生態の調査が必要である。ナガレヒキガエル
は，富山県では標高350-1560mの渓流やその周辺の山
地で記録されているが（南部，福田，1993),本種は富
山県内の渓流には広く生息することが予想される。ア
ズマヒキガエルは標高50-2040mの低山から高山まで
広く生息する（Nambu＆Ma侭ui,1984)。このため,両
種が同所的に生息する地域が他にもある可能性がある
ため，ナガレヒキガエルの本調査他以外の繁殖地での
調査も必要である。
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